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は し が き

コンプ養殖については､昭和 35年～ 38年にかけて､主として下北沿岸VCおいて､天然採苗による

養殖vcついて試験指導を行ない､施設資材の改良､収量調査をどを実施した｡

この結果､採算性のあることが立証されたが､施設の流失､ コンプの晶質､天然コンプの増産などか

らあま り発展しなかった｡

一方､北水研において開発された所謂促成栽培法が導入され､下北半島易国間地先で養殖が行をわれ

たので､ この促成コンプについての観察､又種苗生産VCついて試験を行たった｡

試 験 場 所

センター 平内町茂浦地先

試 験 方 法

遊走子付けは､易国間養殖促成コンプを使用して､ 8月30日､ 9月15日､ 10月5日の3回およ

び易国間産天然マコンブを使用して､ 12月5日VCl回､計 4回行なった｡培養は､第 1回目～第 3回

目は､弱通気重患培養､第4回のものは､弱通気室温培養および10℃､ 15℃､ 20℃の恒温培養を

行なった｡ノ勲明は､約2000Lux､16時間照明とし､換水は 10日毎vc行をい､同時vcシ-ライバ

ー液を添加 した｡

海中培養は､第 4回目遊走子付けのものを茂浦地先の水深4mおよび8mVC垂下した｡

試 験 結 果

第1回～第3回目は､遊走子の放出が少なく (100倍､ 1視野､～ 2-4ケ)､第4回員は多かっ

た｡ (100倍､ 1視野､～30-40ケ)｡

培養結果は次のとお りである｡

第 1回～第3回目の室温培養では､配偶体成熟まで発生 したが､培養初期には 珪藻類､後期には藍

藻類が発生 し､殆ん ど芽胞体に至らなかった｡ これは､遊走子数の少浸かったことや､高水温 (9月 '.

18-23℃､ 10月 :14-20℃)のためでは夜いかと思われる｡

第 4回目の室温培養は､ 2ケ月後の 2月上旬vc約3-5湖 の芽胞体vc浸ったが､その後生長停止と脱

落が多か った｡

恒温培養では､ 10℃培養が 2月上旬で室温培養同様約3- 5mmの芽胞体に在ったが､ 15℃培養で
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は芽胞体の生長は約 1mm内外と不良であ り､ 20℃培養のものは芽胞体vC至らなかった｡

本年度の結果では､室温および恒温培養共低水温の方が良好妄生長を示したが､水温と栄養塩類と照

明時間の3者の関係について検討する必要がある｡

次に､茂浦地先で実施した海中培養の結果は､次のとおりである｡

水深 4m､ 8mに垂下 したコレクター共全体的に芽胞体数は少をかったが､ 2月中旬に約3- 1Ohm

-vc生長 した｡水深による生長の差はあま りをく､両者共コレクターの上部は成長が良かった｡約 2カ

月間の培養で碇藻類が若干付着 した程度でその他の付着生物は少をかった｡この海中培養の結果から天

然コンプの生育 しない茂浦地先でもコンプの初期発生と生育が可能であることがわかった｡

促成養殖コンプの調査

易国間地先vcおいて昭和42年 12月に垂下養成された促成コンプおよび昭和43年度県企業化試験

として実施された促成コンプについて観察測定 した｡

易国間地先における8月の測定結果は第 1表vc示した｡

第1表 コンプ測定表

調査年月日 区分 個体数 葉 長 葉 巾 湿 重 量 乾燥重量 製品重量 子嚢環形

成 付嘉生物45. 8.6 ♯班 本50 40- 5倍 16- 拷 ?90--750 チ21--180 チl
l--105 本15 杏15(152)
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I/:易国間天然付着コンプ､ ( ) の数値は平均値促成コンプは､天然付着コンプと形態､

生級上か浸り差がみられた｡促成コンプは､葉巾がか在 り広く､実体基部は半円状で､葉体は黒褐色を呈 し､本県のマコ

ンブとはかなり相違した形状であり､又子嚢斑の形成が早期にみられた｡ しかし葉長､湿重量は天然付着コンプより

少をかった｡次vc､昭和 43

年 11月vCむつ市関根地先VC垂下養成された促成コンプについて､ 44年 3月に測定した結

果は第 2表のとお りである｡促成コンプは天然付着コンプより葉長､菓巾､湿重量共か在り大きい値

を示したが､両者共個体差が甚だしかったo又子嚢斑考形成し



第 2表 コンプ判定表
(44年 3月19日調査)

本妻成年月日 個 体 数 葉 長 葉 巾 湿 重 量 子
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